
令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コロナ対策については別添あり 

 

 



タイムスケジュール（標準） 

午後 １３：００開始の場合 

①１１：００以降 主催校に到着 

②１１：３０~１２：３０ ワークショップ準備（プロジェクター等） 

③１２：３０以降 児童・生徒さんの入場 

④１３：００~１４：３０ ワークショップ【主催校様のご希望により、時間短縮の可能性有】 

⑤１４：３０~１４：４５ ワークショップ片付け 

⑥１４：４５~１５：１５ 本公演打合せ（ご担当の先生と弊社スタッフ） 

 

派遣者数 

出演者：４名 

スタッフ：１名（指導補助も行う） 

 

学校における事前指導 

ワークショップ日以前、またはワークショップ日当日に教材（児童・生徒さん人数分）をお送りしますので、配布をお願い

します。 

特段、それによる事前指導は不要です。 

  



【別添】 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予防措置について 

弊社では巡回公演事業を実施にあたり、新型コロナウイルス感染症防止対策として、以下の策を講じた上で万全の状態

でワークショップ・本公演を開催させていただきます。 

 感染拡大防止ガイドライン 

  ・消毒、マスク等着用の徹底 

   ※公演の際は、出演者はマスクを外しての出演となります。 

    その為、ステージと児童・生徒さんの鑑賞エリアは十分な距離を取るようにいたします。 

  ・検温の実施および、体調問診票の提出 

  ・学校様とのご相談の上で、お借りする出演者の楽屋、トイレなど場所を限定し、入校から退館 

   までの動線を明確に分けることに努めます 

 

しかしながらこのコロナ禍の中、公演実施にあたり、ご心配な学校様は、ワークショップ、本公演それぞれのプログラムに

対して、内容を下記調整、変更をすることが可能です。 

調整、変更内容については、以下それぞれのプログラム内容の下にご案内しております。 

ご確認ください。 

新型コロナウイルス感染予防措置【ワークショップ】 

〇体験番組の変更 

３，能楽師になってみよう 

狂言の発声練習を割愛できます。 

７，能楽体験ひろば 

児童・生徒さん全員の能装束と能面の体験は、感染防止のため中止します。 

《令和２年度より実施》 

代案：代表の先生の着付けと能面体験【マスク着用を条件とする】 

８，能の謡 

謡体験及び練習を割愛できます。 



令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

本公演実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 公益社団法人 宝生会 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

出演者１９名→２０名 

シテ方 １０名→１１名 

ワキ方 ２名 

囃子方 ４名 

狂言方 ３名 

 

スタッフ７名  

 

タイムスケジュール（標準） 

①８：３０以降 スタッフ学校到着 

②９：００~１１：３０ 搬入・舞台・楽屋設営 

③１１：３０~１２：００ 出演者到着・到着後場アタリ 

④１３：００以降 児童・生徒さん入場 

⑤１３：２５ 学校さんの挨拶（ご要望に応じて） 

⑥１３：３０~１５：１０ 本公演【前半約４０分 休憩１０分 後半約５０分】 

⑦１５：３０~１７：００ 舞台・楽屋片付・搬出 （１６：００頃 出演者学校発） 

※体育館の条件（階数や搬出入の距離）により②を早め、また⑦に幾分多めの時間を要する可能性があります。 

 

実施校への協力依頼人員 

舞台・楽屋準備において、特段お手伝いは不要です。 

 

演目解説 

プログラム内の、あらすじなどをご参照ください。 

 

 



児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

○ワークショップで覚えた能の謡が、実際の演能「黒塚」で演じられる。 

○ワークショップで体験した能の動き（所作・謡い）を、解説また演能で立体的に体感。 

○ワークショップで体験した狂言の発声を、本狂言により、笑いを通して体感。 

○バーチャル能楽堂：能楽堂を目線カメラで撮影したオリジナル動画をワークショップで体感。本公演当日は、それを模した

本格的な能舞台で能楽を、目の前で観劇する。 

ワークショップで体験した「構え」「運び（スリ足）」を能楽師が基本動作として演じていることを発見。 

ワークショップで狂言師と一緒に体験した狂言のしぐさやセリフが能舞台で演じられ、その迫力を実感。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 



児童生徒とのふれあい 

演能「黒塚」後、アフタートークをもうけます。児童・生徒さんが純粋に感じた疑問や、自由な感想を能楽師と交換してい

ただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

新型コロナウイルス感染予防措置【本公演】 

〇公演時間の短縮【最短６０分まで】 

①狂言「柿山伏」 

②能の役割の説明 

休憩・展示コーナー 

③能「黒塚」のあらすじ解説 

④半能「黒塚」 ※通常の後半のみの上演 

〇番組の変更など 

５，能「黒塚」 

謡の割愛が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KNT0531 

こちらのページを最後に

移動しました。 


